
　

本
年
度
の
第
１
回
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
２
０
１
７
年
９

月
16
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
東
京
）
を
会
場
に
１
０
５
名

の
参
加
者
を
得
て
、「
い
ま
ど
き
の
学
生
の
懐
事
情

―
学
生
生
活

の
い
ま

―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
池
本

正
純
委
員
長
（
専
修
大
学
名
誉
教
授
）
の
挨
拶
に
続
い
て
、
高
等

教
育
政
策
、
大
学
生
の
学
生
支
援
や
奨
学
金
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
３
名
の
講
師
が
意
見
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
主
に
奨
学
金
の
返
済
問
題
に
つ
い
て
多
面

的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
議
論
が
深
め
ら
れ
た
。
会
場
で
は
、
熱
心

に
メ
モ
を
と
る
参
加
者
の
姿
が
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。

●
意
見
発
表
１

「
奨
学
金
制
度
の
課
題
と
高
等
教
育
へ
の
公
的
支
援
の
あ
り
方
」

�

小
林
雅
之
氏
（
東
京
大
学
大
学
総
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　

日
本
の
高
等
教
育
政
策
に
関
す
る
研
究
や
問
題
提
起
を
続
け
て

い
る
小
林
雅
之
氏
は
、
新
た
な
奨
学
金
制
度
と
学
生
の
経
済
的
支

援
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

①
経
済
的
に
極
め
て
困
難
な
学
生
の
進
学
促
進
を
目
的
と
し
た
給

付
型
奨
学
金
と
、
低・

中
所
得
層
の
返
還
負
担
軽
減・

ロ
ー
ン
回

避
を
目
的
と
し
た
所
得
連
動
型
奨
学
金
返
還
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

②
所
得
階
層
別
の
大
学
進
学
率
を
み
る
と
、
低
所
得
層
と
高
所
得

層
で
は
、
私
立
大
学
へ
の
進
学
率
に
約
２
倍
の
差
が
あ
る
が
、
日

本
で
は
授
業
料
は
親
が
負
担
す
る
も
の
と
い
う
考
え
が
根
強
く
、

所
得
に
よ
る
進
学
率
の
格
差
是
正
の
た
め
に
公
的
資
金
を
投
入
す

る
こ
と
に
国
民
的
な
支
持
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

③
低
所
得
層
ほ
ど
ロ
ー
ン
回
避
傾
向
が
み
ら
れ
、
返
済
義
務
の
あ

る
奨
学
金
を
そ
も
そ
も
受
給
し
な
い
た
め
、
新
制
度
が
創
設
さ
れ

て
も
直
接
進
学
に
結
び
付
か
な
い
。
ま
た
、
所
得
連
動
型
返
還
制

度
に
加
え
、
従
来
の
定
額
返
還
型
制
度
も
残
し
た
た
め
、
制
度
が

複
雑
で
選
択
が
難
し
い
。
制
度
内
容
の
周
知
徹
底
な
ど
課
題
が
残

原
田 

善
教
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
、
東
北
学
院
大
学
副
学
長

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７ 

─
「
い
ま
ど
き
の
学
生
の
懐
事
情
―
学
生
生
活
の
い
ま

―
」
総
括
（
東
京
会
場
）
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さ
れ
て
い
る
。

④
大
学
中
退
者
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
者
は
約
20
％
で
、

奨
学
金
は
中
退
防
止
に
有
効
だ
が
公
的
支
援
が
乏
し
い
。
そ
の
た

め
、
保
護
者
の
失
業
や
死
亡
、
離
婚
な
ど
に
よ
る
「
家
計
急
変
」

の
た
め
の
大
学
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
用
意
し
て
い
る
大

学
も
あ
る
。
ま
た
、
授
業
料
滞
納
者
や
休
学
中
の
授
業
料
の
扱
い

が
大
学
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

⑤
教
育
費
の
公
的
支
援
の
拡
大
方
策
の
一
つ
と
し
て
授
業
料
無
償

化
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
高
所
得
者
や
も
と
も
と
進
学

希
望
の
学
生
も
無
償
化
さ
れ
る
た
め
、
効
果
が
限
定
的
で
あ
る
。

⑥
今
後
、
教
育
費
の
公
的
負
担
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を
転
換
す

る
に
は
、
大
学
が
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
、
社
会
か
ら
一
層
の
信

頼
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

●
意
見
発
表
２

「
私
立
大
学
生
の
生
活
実
態
と
学
生
支
援
に
必
要
な
方
策
」

�

北
條
英
勝
氏
（
武
蔵
野
大
学
教
務
部
長
、
人
間
科
学
部
教
授
）

　

日
本
私
立
大
学
連
盟
学
生
委
員
会
学
生
生
活
実
態
調
査
分
科
会

長
と
し
て
「
学
生
生
活
実
態
調
査
」（
２
０
１
４
年
実
施
）
を
主
導

し
た
北
條
英
勝
氏
は
、
調
査
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
学
生
の
意
識

や
経
済
支
援
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

①
調
査
対
象
は
加
盟
１
２
０
大
学
の
学
部
学
生
１
万
５
８
５
名
。

１
カ
月
の
総
収
入
額
は
平
均
８
万
１
２
０
０
円
で
、
２
０
１
０
年

の
前
回
調
査
よ
り
約
１
万
円
増
と
改
善
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、

家
族
な
ど
か
ら
の
援
助
は
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
分
を
ア
ル
バ
イ

ト
と
奨
学
金
で
補
っ
て
い
る
。
奨
学
金
の
受
給
率
は
42・

６
％
と

過
去
最
高
で
あ
る
。

②
自
宅
通
学
生
の
１
カ
月
の
支
出
は
平
均
約
６
万
円
、
自
宅
外
通

学
生
は
約
10
万
円
で
、
家
族
か
ら
の
十
分
な
援
助
な
し
で
は
自
宅

外
通
学
は
難
し
い
。
学
生
の
地
元
志
向
、
大
都
市
志
向
な
ど
と
い

わ
れ
る
が
、
経
済
的
事
情
で
進
学
先
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

③
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
学
生
の
学
生
生
活
充
実
度
が
80・

１
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
経
済
的
状
況
が
苦
し
い
学
生
は
73・

６
％
と
、

経
済
状
況
が
学
生
生
活
の
充
実
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

④
経
済
的
に
苦
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
返
済
義
務
が
あ
る
た
め
、

奨
学
金
を
受
給
し
な
か
っ
た
学
生
の
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
奨

学
金
を
必
要
と
す
る
学
生
に
必
ず
し
も
届
い
て
い
な
い
。

⑤
今
後
の
学
生
支
援
の
方
策
と
し
て
は
、
給
付
型
奨
学
金
や
学
費

減
免
制
度
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
学
生
へ
の
経
済
教
育
、
学
生
寮

や
学
食
の
充
実
と
い
っ
た
生
活
支
援
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

学
生
が
安
心
し
て
就
業
で
き
る
よ
う
、
学
内
で
働
く
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト・

ジ
ョ
ブ
制
度
の
充
実
も
必
要
で
は
な
い
か
。
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●
意
見
発
表
３

「
奨
学
金
問
題
の
現
状
と
課
題
」

�

大
内
裕
和
氏
（
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
教
授
）

　

奨
学
金
問
題
対
策
全
国
会
議
の
共
同
代
表
も
務
め
る
大
内
裕
和

氏
は
、
奨
学
金
問
題
の
現
状
と
課
題
や
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
と
い

わ
れ
る
悪
質
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
学
生
の
現
状
に

つ
い
て
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

①
奨
学
金
問
題
へ
の
対
処
が
遅
れ
た
背
景
に
は
、
奨
学
金
に
対
す

る
世
代
間
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
現
在
30
代
後
半
以
上
の
人

が
受
給
し
て
い
た
日
本
育
英
会
（
現
日
本
学
生
支
援
機
構
）
の
奨

学
金
の
約
８
割
が
無
利
子
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
現
在
は
有
利
子

が
圧
倒
的
多
数
で
あ
る
。

②
日
本
型
雇
用
が
機
能
し
な
く
な
り
、
返
し
た
く
て
も
返
せ
な
い

人
が
増
え
た
。
こ
れ
は
、
有
利
子
奨
学
金
の
増
加
や
延
滞
金
の
発

生
な
ど
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
自
体
に
も
問
題
が

あ
る
。
近
年
、
減
額
返
還
制
度
や
返
還
期
限
猶
予
制
度
の
基
準
が

緩
和
さ
れ
、
ま
た
、
給
付
型
奨
学
金
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
が
、

人
数・

額
と
も
に
あ
ま
り
に
少
な
く
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

③
延
滞
者
の
８
割
は
年
収
が
３
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
。
貸
与
す

る
時
点
で
将
来
の
職
業
や
年
収
は
不
明
の
た
め
、
将
来
返
済
で
き

な
い
人
が
一
定
程
度
出
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
現
状
の
救
済
制
度

は
あ
ま
り
に
不
十
分
で
あ
る
。

④
学
生
が
貧
困
化
し
、
１
日
の
生
活
費
が
平
均
７
９
０
円
と
い
う

調
査
結
果
も
あ
る
。
い
ま
や
、
学
食
は
高
く
て
利
用
で
き
ず
、
悪

質
な
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
で
も
、
生
活
の
た
め
に
辞
め
ら
れ
な
い
。

生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
学
修
時
間
を
削
り
、
学
力
低
下
し
た
学
生
が

増
加
す
れ
ば
、
高
等
教
育
へ
の
信
頼
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

⑤
奨
学
金
の
借
入
額
が
多
い
人
ほ
ど
結
婚
や
出
産
に
躊
躇
す
る
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
る
。
人
口
減
少
社
会
の
日
本
に
と
っ
て
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
や
無
利
子
奨
学
金
の
増

加
、
ま
た
既
に
貸
与
を
受
け
て
い
る
人
の
救
済
制
度
の
充
実
や
奨

学
金
返
済
の
負
担
軽
減
策
が
望
ま
れ
る
。

●
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

後
半
は
、
奨
学
金
返
済
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
東
京
市
民

法
律
事
務
所
弁
護
士
の
岩
重
佳
治
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
加
わ
り
、
岩
重
氏
の
「
延
滞
は
個
人
の
努
力
の
問
題
で
は
な
く
、

構
造
的
な
問
題
で
あ
る
。
学
費
の
高
騰
や
家
計
の
困
窮
、
不
安
定

で
低
賃
金
な
労
働
の
拡
大
と
い
っ
た
、
本
人
の
努
力
で
は
回
避
で

き
な
い
要
因
が
あ
る
。
貸
金
業
法
で
は
『
本
人
の
返
済
能
力
を
無

視
し
て
貸
し
付
け
な
い
』
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
奨
学
金
は
貸

与
時
点
で
将
来
の
返
済
能
力
が
不
明
な
た
め
、
延
滞
の
危
険
性
を
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誰
も
が
も
っ
て
い
る
。
救
済
制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
の
導
入
説
明
の
後
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

主
な
論
点
と
発
言
の
要
旨
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

①
高
等
教
育
の
費
用
は
社
会
全
体
で
負
担
す
べ
き
か

―
大
学
卒

業
者
の
社
会
全
体
に
対
す
る
経
済
効
果
、
例
え
ば
よ
り
多
く
の
税

負
担
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
数
値
で
示
し
て
い
く
の
と
同
時
に
、

経
済
外
効
果
、
例
え
ば
教
員
に
な
り
教
育
を
担
う
と
い
う
こ
と
は

社
会
全
体
に
効
果
が
及
ぶ
こ
と
を
社
会
に
示
し
て
い
く
。
経
済
効

果
、
経
済
外
効
果
の
両
面
か
ら
説
得
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
（
大
内
氏
）。
高
等
教
育
進
学
に
対
す
る
世
代
間
の
意
識
の
違
い

や
置
か
れ
た
環
境
の
違
い
を
認
識
し
た
上
で
、
現
実
に
基
づ
い
た

共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
議
論
の
条
件
と
な
る
（
北
條
氏
）。
日
本

で
は
「
教
育
は
親
が
責
任
を
持
つ
」
と
い
う
意
識
が
非
常
に
強
い
。

「
教
育
費
や
福
祉
は
国
が
責
任
を
持
つ
」
と
い
う
意
識
へ
の
転
換
が

ど
こ
ま
で
進
む
か
が
問
わ
れ
て
い
る
（
小
林
氏
）。

②
奨
学
金
問
題
に
対
す
る
社
会
的
な
合
意
を
得
る
に
は

―
奨
学

金
問
題
は
、
い
ま
や
一
部
の
人
の
問
題
で
は
な
く
社
会
の
中
間
層

に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
受
益
者
負
担
論
が
い
ま
だ
に
根
強
い
が
、

こ
れ
ま
で
は
私
費
で
大
学
の
授
業
料
を
負
担
で
き
て
い
た
か
ら
で

あ
っ
て
、
今
後
は
高
等
教
育
に
対
す
る
私
費
負
担
の
軽
減
が
課
題

に
な
っ
て
く
る
（
大
内
氏
）。
大
学
の
現
場
も
多
様
で
あ
り
、
奨
学

金
に
つ
い
て
問
題
意
識
さ
え
も
っ
て
い
な
い
教
職
員
が
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
問
題
意
識
を
喚
起
す
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
（
北
條
氏
）。

③
奨
学
金
問
題
や
学
生
の
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
最
後
に

―
社

会
の
共
通
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
い
ま
は
制
度
を
変
え
る
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
る
。
制
度
づ
く
り
に
は
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
外
か
ら
声
を
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
（
小
林

氏
）。
大
学
の
教
員
と
し
て
あ
る
い
は
一
市
民
と
し
て
問
題
意
識
を

も
っ
て
、
実
態
を
伝
え
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
（
北
條

氏
）。
日
本
は
ほ
と
ん
ど
公
費
を
投
入
せ
ず
高
等
教
育
を
拡
大
し
て

き
た
が
、
年
功
序
列
型
賃
金
の
日
本
型
雇
用
の
前
提
が
崩
れ
て
き

て
お
り
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
私
費
負
担
に
頼
る
状
況
は
続
か
な

い
で
あ
ろ
う
。
学
部
学
生
の
７
割
以
上
の
教
育
を
担
う
私
立
大
学

に
対
す
る
公
的
支
援
の
増
額
と
学
生
の
負
担
軽
減
、
給
付
型
奨
学

金
の
拡
充
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
要
望
し
た
い
（
大
内
氏
）。

　

最
後
に
、
岩
重
氏
が
、
奨
学
金
返
済
に
苦
し
ん
で
い
る
若
者
に

「
耐
え
る
力
を
変
え
る
力
に
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
、
締
め
く
く
っ
た
。
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